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陶
淵
明
「
擬
古
」
九
首
原
詩
考

鈴

木

敏

雄

一

は
じ
め
に

『
文
選
』
の
部
立
て
（
目
録
中
の
分
類
）
の
中
に
は
「
雜
詩
」

に
次
い
で
「
雜
擬
」
の
部
が
立
て
ら
れ
、
当
時
、
擬
作
詩
が
一
つ

の
詩
形
体
と
し
て
は
他
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
「
雜
擬
」
の
中
に
、
陶
淵
明
「
擬
古
」
九
首
の
其
七
も
、

一
篇
で
は
あ
る
が
、
採
ら
れ
て
い
る
。

今
そ
の
こ
と
に
関
し
、
後
世
の
清
の
汪
師
韓
（
一
七
〇
七
‐
一

七
八
〇
）
は
そ
の
論
考
「
雜
擬
雜
詩
之
別
」（
『
詩
學
纂
聞
』
所
収
）

の
中
で
歴
代
の
擬
作
詩
を
概
観
し
、
擬
作
詩
史
を
綴
り
な
が
ら
、

多
く
の
雑
詩
と
擬
作
詩
と
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
詩
形
体
で
あ
り
、

読
む
際
に
そ
の
違
い
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
陶
淵
明
「
擬

古
」
詩
も
例
外
で
は
な
い
旨
を
、
概
括
的
に
で
は
あ
る
が
、
さ
ら

に
具
体
化
し
て
述
べ
て
い
る
。

『
選
』
詩
以
「
雜
詩
」・
「
雜
擬
」
分
爲
二
類
。
雜
詩
者
、
「
十

九
首
」・
蘇
・
李
詩
及
諸
家
雜
詩
是
也
。
雜
擬
者
、
凡
「
擬
古
」
・

「
傚
古
」
諸
詩
是
也
。
擬
古
類
取
往
古
名
篇
、
規
摸
其
意
調
。

其
止
一
二
首
者
、
既
直
題
曰
擬
某
篇
、
而
其
擬
作
多
者
、
則
雖

概
題
曰
「
擬
古
」
、
仍
於
毎
篇
之
前
、
一
一
標
題
所
擬
者
爲
何
篇
。

此
所
以
別
於
「
詠
懷
」
・
「
詠
史
」
・
「
七
哀
」
・
「
百
一
」
・
「
感

遇
」・
「
遊
仙
」・
「
招
隱
」
雜
詩
也
。『
文
選
』
所
載
陸
士
衡
「
擬

古
詩
」
十
二
首
、
謝
康
樂
「
擬
魏
太
子
鄴
中
集
詩
」
八
首
、
劉

休
元
「
擬
古
詩
」
二
首
、
江
文
通
「
雜
體
詩
」
三
十
首
、
無
不

顯
然
示
人
、
是
以
謂
之
「
擬
」、
此
意
後
人
不
識
也
。
…
…
古
人

名
作
、
惟
鮑
明
遠
「
擬
古
」
八
首
、
陶
靖
節
「
擬
古
」
九
首
、

未
嘗
明
言
所
擬
何
詩
。
然
題
曰
「
擬
古
」
、
必
非
若
後
人
漫
然
爲

之
者
矣
。
…
…

（
『
選
』
詩
は
「
雑
詩
」
・
「
雑
擬
」
を
以
て
分
け
て
二
類
と

為
す
。
雑
詩
は
、
「
十
九
首
」
・
蘇
・
李
の
詩
及
び
諸
家
の
雑
詩

是
れ
な
り
。
雑
擬
は
、
凡
そ
「
擬
古
」
・
「
傚
古
」
の
諸
詩
是
れ

な
り
。
擬
古
の
類
は
往
古
の
名
篇
を
取
り
、
其
の
意
調
に
規
摸

す
。
其
の
止
だ
一
二
首
の
み
な
る
者
は
、
既
に
直
ち
に
題
し
て

某
篇
に
擬
す
と
曰
ふ
も
、
而
も
其
の
擬
作
多
き
者
は
、
則
ち
概

ね
題
し
て
「
擬
古
」
と
曰
ふ
と
雖
も
、
仍
ほ
毎
篇
の
前
に
於
い

て
は
、
一
一
題
を
標
さ
ば
擬
す
る
所
の
者
は
何
篇
と
為
さ
ん
。

し
る

此
れ
「
詠
懷
」
・
「
詠
史
」
・
「
七
哀
」
・
「
百
一
」
・
「
感
遇
」
・
「
遊

仙
」
・
「
招
隱
」
の
雑
詩
に
別
か
る
る
所
以
な
り
。
『
文
選
』
に
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載
す
る
所
の
陸
士
衡
「
擬
古
詩
」
十
二
首
、
謝
康
楽
「
擬
魏
太

子
鄴
中
集
詩
」
八
首
、
劉
休
元
「
擬
古
詩
」
二
首
、
江
文
通
「
雑

体
詩
」
三
十
首
は
、
顕
然
と
し
て
人
に
示
さ
ざ
る
無
く
、
是
を

以
て
之
れ
を
「
擬
」
と
謂
ふ
も
、
此
の
意
後
人
識
ら
ざ
る
な
り
。

…
…
古
人
の
名
作
は
、
惟
だ
鮑
明
遠
の
「
擬
古
」
八
首
、
陶
靖

節
の
「
擬
古
」
九
首
の
み
、
未
だ
嘗
て
擬
す
る
所
は
何
詩
と
明

言
せ
ず
。
然
れ
ど
も
題
し
て
「
擬
古
」
と
曰
へ
ば
、
必
ず
後
人

の
漫
然
と
し
て
之
れ
を
為
す
者
の
若
き
に
非
ざ
る
な
り
。
…
…
）

汪
師
韓
は
こ
こ
で
、
陶
淵
明
「
擬
古
」
九
首
も
、
一
首
々
々
は

某
篇
に
擬
す
る
と
は
言
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
決
し
て
漫
然
と

は
作
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
擬
古
」
と
題
し
て
い
る
以
上
、
陸
機
「
擬

古
」
十
二
首
等
と
同
様
に
、
一
首
々
々
何
篇
に
擬
す
る
と
題
を
標し
る

せ
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
は
ず
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

拙
稿
で
は
、
こ
の
汪
師
韓
の
指
摘
を
承
け
、
陶
淵
明
「
擬
古
」

九
首
の
一
首
々
々
に
つ
い
て
、
某
篇
に
擬
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

原
詩
の
特
定
を
試
み
た
い
。

但
し
、
陶
淵
明
「
擬
古
」
九
首
も
陸
機
「
擬
古
十
二
首
」
と
同

じ
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
陶
淵
明
は
陸
機
の
擬
作
と

は
一
変
さ
せ
、
陸
機
の
よ
う
に
は
二
句
一
聯
ご
と
に
原
詩
の
句
の

類
義
語
や
類
義
概
念
で
そ
の
ま
ま
言
い
換
え
て
行
く
よ
う
な
一
目

瞭
然
の
手
法
で
作
っ
て
は
い
な
い
。
陶
淵
明
は
原
詩
の
痕
跡
を
残

し
つ
つ
も
、
自
ら
の
言
葉
で
大
き
く
言
い
換
え
つ
つ
原
詩
を
な
ぞ

っ
て
行
く
よ
う
な
技
巧
を
不
断
に
凝
ら
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
、

原
詩
が
無
い
か
に
思
え
た
り
、
陸
機
ら
の
擬
古
詩
と
較
べ
て
破
格

に
見
え
た
り
も
す
る
。
或
い
は
、
唱
和
詩
風
に
見
え
る
と
言
っ
て

も
好
い
か
も
知
れ
な
い
［
１
］
。
陸
機
ら
の
擬
古
詩
を
仮
り
に
形
似
と

い
う
の
な
ら
、
陶
淵
明
の
「
擬
古
」
九
首
は
神
似
の
極
み
と
も
言

え
る
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
原
詩
の
特
定
は
、
逆
に
そ
れ

ら
の
点
に
着
眼
留
意
す
る
必
要
が
出
て
来
る
。

ま
た
、
原
詩
を
特
定
す
る
に
際
し
て
は
、
陶
淵
明
が
「
擬
」
、

す
な
わ
ち
原
詩
を
な
ぞ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
詩

と
の
差
異
で
は
な
く
、
言
う
ま
で
も
な
く
極
力
原
詩
と
の
類
似
点

を
見
出
だ
す
こ
と
に
力
点
を
置
く
必
要
が
あ
る
。
差
異
を
見
て
も
、

「
擬
」
は
見
え
て
来
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

従
来
か
ら
話
頭
に
上
っ
て
い
る
よ
う
に
、
陶
淵
明
「
擬
古
」
九

首
の
原
詩
は
「
古
詩
十
九
首
」
の
中
に
在
る
。
周
知
の
ご
と
く
、

擬
作
す
る
に
際
し
、
陶
淵
明
は
「
擬
古
」
九
首
全
篇
に
亘
っ
て
「
古

詩
十
九
首
」
と
共
通
す
る
「
行
行
」「
迢
迢
」「
皎
皎
」「
金
石
」「
萬

里
」
「
慷
慨
」
「
松
柏
」
「
被
服
」
「
辛
苦
（
苦
辛
）
」
「
寒
衣
」
「
世

嗤
」
な
ど
の
語
を
意
図
的
に
使
用
し
、
原
詩
が
「
十
九
首
」
中
に

在
る
こ
と
を
示
唆
す
る
符
牒
を
予
め
散
り
ば
め
て
く
れ
て
い
る
。

な
お
、
そ
れ
を
特
定
す
る
際
の
模
倣
対
象
に
つ
い
て
は
、
以
下

に
詳
述
す
る
、
例
え
ば
陶
淵
明
の
「
擬
古
」
其
一
は
「
古
詩
十
九

首
」
其
七
に
真
似
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
単
純
に
一
篇
対
一
篇

の
対
面
双
方
向
の
関
係
で
の
み
見
る
と
い
う
捉
え
方
は
し
な
い
。

陶
淵
明
「
擬
古
」
其
一
の
模
倣
対
象
は
「
古
詩
十
九
首
」
其
七
と

い
う
の
で
は
な
く
、
其
七
を
媒
体
と
し
、
其
七
が
捉
え
て
い
る
更

に
内
な
る
核
心
と
な
る
対
象
を
陶
淵
明
「
擬
古
」
其
一
も
捉
え
て

い
る
と
い
う
よ
う
に
、
原
詩
「
古
詩
十
九
首
」
中
に
は
更
に
中
核

と
な
る
模
倣
対
象
が
有
り
、
そ
れ
を
捉
え
る
も
の
と
す
る
［
２
］
。
擬
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作
詩
を
構
造
的
に
解
明
で
き
る
一
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
結
論

か
ら
言
え
ば
、
そ
こ
か
ら
は
、
陶
淵
明
が
「
古
詩
十
九
首
」
の
捕

捉
す
る
古
典
的
な
対
象
と
如
何
に
向
き
合
っ
た
か
、
そ
の
呼
応
関

係
が
見
え
て
来
よ
う
。
以
下
、
各
首
具
体
的
に
見
て
行
き
た
い
。

二

擬
「
迴
車
駕
言
邁
」
詩
と
し
て
の
「
擬
古
」
其
二

は
じ
め
に
、
其
一
か
ら
で
は
な
く
、
順
序
を
変
え
、
其
二
を
先

に
見
た
い
。
そ
れ
は
、
陶
淵
明
「
擬
古
」
九
首
中
で
其
二
の
み
、

既
に
原
詩
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
に
因
る
。
そ
れ
が
ま
た
、
他
の
原

詩
特
定
の
方
向
を
も
示
唆
し
て
く
れ
る
。

陶
淵
明
「
擬
古
」
其
二
が
擬
「
迴
車
駕
言
邁
」
詩
で
あ
る
こ
と

は
、
清
の
王
船
山
（
一
六
一
九
‐
一
六
九
二
）
が
「
陶
令
も
亦
た

此
に
效
ふ
」
と
言
い
、
指
摘
し
て
い
る
［
３
］
。

す
な
わ
ち
陶
淵
明
「
擬
古
」
其
二
、

辭
家
夙
嚴
駕

家
を
辞
し
て
夙
に
駕
を
厳
し
め

當
徃
至
無
終

当
に
往
き
て
無
終
に
至
る
べ
し

問
君
今
何
行

君
今
何
く
に
行
く
や
と
問
へ
ば

非
商
復
非
戎

商
に
非
ず
復
た
戎
に
も
非
ず
と

聞
有
田
子
泰

聞
け
ば
田
子
泰
な
る
有
り

節
義
爲
士
雄

節
義
は
士
の
雄
と
為
す
と

斯
人
久
已
死

斯
の
人
久
し
く
已
に
死
す
る
も

郷
里
習
其
風

郷
里
は
其
の
風
に
習
ふ

生
有
高
世
名

生
き
て
は
高
き
世
名
有
り

既
沒
傳
無
窮

既
に
没
し
て
は
無
窮
に
伝
ふ

不
學
狂
馳
子

学
ば
ず
狂
馳
の
子
の

直
在
百
年
中

直
だ
に
百
年
の
中
に
在
る
の
み
な
る
に

は
、
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
一
、

迴
車
駕
言
邁

車
を
迴
ら
せ
て
駕
し
て
言
に
邁
き

悠
悠
渉
長
道

悠
々
と
し
て
長
道
を
渉
る

四
顧
何
茫
茫

四
顧
す
る
も
何
ぞ
茫
々
た
る

東
風
搖
百
草

東
風
百
草
を
揺
る
が
す

所
遇
無
故
物

遇
ふ
所
は
故
物
無
し

焉
得
不
速
老

焉
ん
ぞ
速
か
に
老
い
ざ
る
を
得
ん
や

盛
衰
各
有
時

盛
衰
は
各
お
の
時
有
り

立
身
苦
不
早

身
を
立
つ
る
こ
と
早
か
ら
ざ
る
に
苦
し
む

人
生
非
金
石

人
生
は
金
石
に
非
ず

豈
能
長
壽
考

豈
に
能
く
長
く
寿
考
な
ら
ん
や

奄
忽
隨
物
化

奄
忽
と
し
て
物
に
随
ひ
て
化
す
れ
ば

榮
名
以
爲
寶

栄
名
以
つ
て
宝
と
為
さ
ん

に
擬
す
（
こ
れ
が
模
倣
媒
体
と
な
っ
て
い
る
）。
模
倣
を
陸
機
「
擬

古
」
の
よ
う
な
相
互
対
応
の
も
の
と
見
る
と
、
一
見
全
く
似
て
い

な
い
が
、
ま
ず
形
式
上
の
擬
古
詩
の
約
束
事
と
し
て
、
原
詩
と
共

通
す
る
「
駕
」
「
風
」
「
百
」
「
人
」
「
生
」
「
名
」
等
の
文
字
に
、

陶
淵
明
は
模
倣
の
痕
跡
を
残
す
［
４
］
。
更
に
、
擬
作
初
句
の
「
辭
家

夙
嚴
駕
」
も
原
詩
の
初
句
「
迴
車
駕
言
邁
」
の
類
義
概
念
で
作
っ

て
い
る
。
そ
れ
も
原
詩
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
こ
で
改
め
て
両
篇
の
共
通
項
を
見
る
と
、
こ
の
擬
作
の
模
倣

対
象
は
「
名
」
で
あ
る
と
分
か
る
。
原
詩
が
短
い
人
生
の
中
で
は

「
榮
名
」
を
大
切
に
す
る
し
か
な
い
と
詠
む
の
を
な
ぞ
り
、
擬
作

で
は
「
高
世
名
」
が
大
切
だ
と
詠
ん
で
い
る
。
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た
だ
原
詩
で
は
、
人
生
と
い
う
旅
の
中
で
往
く
あ
て
も
無
く
立

身
に
焦
慮
す
る
だ
け
の
自
ら
の
思
い
と
し
て
「
名
」
を
残
す
こ
と

の
大
切
さ
を
詠
ん
で
い
る
所
を
、
擬
作
で
は
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
、

旅
を
し
て
唯
一
「
名
」
が
既
に
残
り
大
切
に
さ
れ
て
い
る
田
子
泰

（
魏
の
田
疇
）
を
登
場
さ
せ
、
そ
の
郷
（
無
終
）
に
至
り
得
た
と

し
て
、
田
子
泰
の
よ
う
な
人
生
で
あ
っ
て
こ
そ
始
め
て
「
名
」
は

伝
わ
る
と
詠
む
。
未
到
を
到
達
で
言
い
換
え
、
い
わ
ば
反
対
模
倣

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
原
詩
と
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
て
も
（
呼

応
し
て
い
て
も
）
、
全
く
異
な
る
詩
に
見
え
、
「
古
詩
十
九
首
」
其

十
一
が
原
詩
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
に
く
い
。
当
時
の
擬
古
詩
の

常
套
で
あ
る
形
似
で
は
な
い
詠
み
方
を
、
陸
機
と
は
異
な
る
擬
作

を
目
指
す
陶
淵
明
は
、
既
に
こ
こ
で
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

よ
う
な
擬
作
が
陶
淵
明
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
王
船

山
は
承
知
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

三

擬
「
明
月
皎
夜
光
」
詩
と
し
て
の
「
擬
古
」
其
一

さ
て
、
順
序
を
其
一
に
戻
し
、
以
下
順
次
、
其
九
ま
で
見
て
行

き
た
い
。
陶
淵
明
「
擬
古
」
其
一
、

榮
榮
窗
下
蘭

栄
々
た
り
窓
下
の
蘭

密
密
堂
前
柳

密
々
た
り
堂
前
の
柳

初
與
君
別
時

初
め
君
と
別
れ
し
時

不
謂
行
當
久

行
き
て
当
に
久
し
か
る
べ
し
と
は
謂
は
ず

出
門
萬
里
客

門
を
出
で
て
万
里
の
客
た
れ
ば

中
道
逢
嘉
友

中
道
に
し
て
嘉
友
に
逢
ふ
な
ら
ん

未
言
心
相
醉

未
だ
言
ら
ざ
る
に
心
相
酔
ひ

か
た

不
在
接
杯
酒

杯
酒
に
接
す
る
に
在
ら
ず

蘭
枯
柳
亦
衰

蘭
は
枯
れ
柳
も
亦
た
衰
へ

遂
令
此
言
負

遂
に
此
の
言
を
し
て
負
か
し
む

多
謝
諸
少
年

多
く
謝
げ
ん
諸
少
年
よ

つ

相
知
不
忠
厚

相
知
る
は
忠
厚
な
ら
ず
と

意
氣
傾
人
命

意
気
人
命
を
傾
く
れ
ば

離
隔
復
何
有

離
隔
す
る
も
復
た
何
を
か
有
ら
ん
や

は
、
擬
作
で
あ
る
こ
と
の
約
束
事
と
し
て
、
共
通
す
る
「
時
」「
門
」

「
友
」
「
負
」
「
復
何
」
等
の
文
字
に
模
倣
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る

の
で
、「
古
詩
十
九
首
」
其
七
、

明
月
皎
夜
光

明
月
夜
光
を
皎
く
し

促
織
鳴
東
壁

促
織
東
壁
に
鳴
く

玉
衡
指
孟
冬

玉
衡
は
孟
冬
を
指
し

衆
星
何
歴
歴

衆
星
何
ぞ
歴
々
た
る

白
露
霑
野
草

白
露
は
野
草
を
霑
ほ
し

時
節
忽
復
易

時
節
忽
ち
復
た
易
は
る

秋
蝉
鳴
樹
間

秋
蝉
は
樹
間
に
鳴
き

玄
鳥
逝
安
適

玄
鳥
逝
き
て
安
く
に
か
適
く

昔
我
同
門
友

昔
我
が
同
門
の
友

高
舉
振
六
翮

高
挙
し
て
六
翮
を
振
る
ふ

不
念
攜
手
好

手
を
携
へ
し
好
し
み
を
念
は
ず

棄
我
如
遺
跡

我
を
棄
つ
る
こ
と
遺
り
し
跡
の
ご
と
し

の
こ

南
箕
北
有
斗

南
に
は
箕
北
に
は
斗
有
り

牽
牛
不
負
軛

牽
牛
は
軛
を
負
は
ず

良
無
盤
石
固

良
に
盤
石
の
固
き
無
け
れ
ば
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虚
名
復
何
益

虚
名
復
た
何
の
益
か
あ
ら
ん
や

に
擬
し
て
い
る
と
言
え
る
（
こ
れ
が
模
倣
媒
体
と
な
っ
て
い
る
）。

模
倣
対
象
は
、「
友
」
で
あ
ろ
う
。
陶
淵
明
の
擬
作
の
手
法
は
、
陸

機
「
擬
古
」
と
は
異
な
り
、
原
詩
の
全
体
で
は
な
く
、
中
核
に
擬

す
る
に
在
る
。
擬
作
、
原
詩
と
も
に
、
季
節
の
推
移
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
同
門
の
友
で
あ
っ
た
友
人
が
、
自
分
に
負
き
、
自
分
を

そ
む

棄
て
て
出
て
行
っ
て
し
ま
う
事
を
詠
む
点
が
核
心
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、「
友
」
字
の
使
い
方
（
残
し
方
）
は
原
詩
の
ま
ま
に
せ
ず
、

原
詩
の
「
同
門
の
友
」
を
擬
作
で
は
「
客
」
と
言
い
換
え
、
旅
先

で
の
新
た
な
「
友
」
と
し
て
「
嘉
友
」
を
登
場
さ
せ
た
上
で
、
原

詩
の
「
昔
我
同
門
友
、
高
舉
振
六
翮
」
を
、
擬
作
は
「
出
門
萬
里

客
、
中
道
逢
嘉
友
」
と
言
い
換
え
て
な
ぞ
り
［
５
］
、
原
詩
・
擬
作
そ

れ
ぞ
れ
交
遊
と
い
う
も
の
は
「
盤
石
の
固
き
無
し
」「
忠
厚
な
ら
ず
」

と
言
っ
て
共
通
す
る
意
で
結
ん
で
い
る
。
擬
作
も
、
使
用
語
彙
こ

そ
異
な
れ
、
原
詩
と
の
類
義
概
念
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
言
わ
ん

と
す
る
所
は
、
原
詩
と
同
じ
で
あ
る
と
分
か
る
。

四

擬
「
庭
中
有
奇
樹
」
詩
と
し
て
の
「
擬
古
」
其
三

陶
淵
明
「
擬
古
」
九
首
中
で
は
、
原
詩
と
擬
作
の
呼
応
関
係
が

極
め
て
見
出
し
に
く
い
も
の
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
其
三
、

仲
春
遘
時
雨

仲
春
時
雨
に
遘
ひ

始
雷
發
東
隅

始
雷
東
隅
に
発
す

衆
蟄
各
濳
駭

衆
蟄
各
お
の
潜
み
駭
き

草
木
從
此
舒

草
木
此
れ
よ
り
舒
ぶ
（
此
一
作
横
）

翩
翩
新
來
燕

翩
々
た
り
新
来
の
燕

雙
雙
入
我
廬

双
々
と
し
て
我
が
廬
に
入
る

先
巣
故
尚
在

先
巣
故
よ
り
尚
ほ
在
れ
ば

相
將
還
舊
居

相
将
ゐ
て
旧
居
に
還
れ
り

自
從
分
別
來

分
れ
別
れ
て
よ
り
来
の
か
た

門
庭
日
荒
蕪

門
庭
日
に
荒
蕪
す

我
心
固
匪
石

我
が
心
は
固
よ
り
石
に
匪
ず

君
情
定
何
如

君
が
情
定
め
し
何
如

は
、
「
古
詩
十
九
首
」
其
九
、

庭
中
有
奇
樹

庭
中
に
奇
樹
有
り

綠
葉
發
華
滋

緑
葉
華
の
滋
き
を
発
く

攀
條
折
其
榮

条
を
攀
ぢ
て
其
の
栄
を
折
り

將
以
遺
所
思

将
に
以
て
思
ふ
所
に
遺
ら
ん
と
す

馨
香
盈
懷
袖

馨
香
懐
袖
に
盈
つ
る
も

路
遠
莫
致
之

路
遠
け
れ
ば
之
を
致
す
莫
し

此
物
何
足
貢

此
の
物
何
ぞ
貢
ぐ
に
足
ら
ん
や

但
感
別
經
時

但
だ
別
れ
て
時
を
経
る
に
感
ず
る
の
み

に
擬
す
（
こ
れ
が
模
倣
媒
体
と
な
る
。
以
下
、
同
じ
）
。
両
篇
に
共

通
す
る
「
發
」
「
將
」
「
別
」
「
庭
」
「
時
」
（
「
此
」
）
等
の
文
字
が

模
倣
の
痕
跡
を
残
す
。

模
倣
対
象
は
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
「
別
れ
」
で
あ
ろ
う
。

原
詩
・
擬
作
と
も
に
、
春
が
返
っ
て
来
て
庭
の
樹
木
も
再
び
花
発ひ
ら

き
、
別
れ
た
人
が
再
び
帰
っ
て
来
る
思
い
を
そ
の
思
う
人
と
伝
え

合
い
た
い
の
だ
が
、
別
れ
て
以
来
、
両
者
の
間
の
隔
た
り
は
も
は

や
心
変
わ
り
と
言
っ
て
好
い
程
の
も
の
と
な
っ
し
ま
っ
て
い
る
、

と
詠
む
。
陶
淵
明
の
擬
作
は
春
の
再
来
を
告
げ
る
た
め
の
燕
の
詠



- 6 -

が
入
っ
て
い
て
原
詩
と
の
呼
応
関
係
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る

が
、
擬
作
の
「
門
庭
荒
蕪
す
」
は
原
詩
の
「
馨
香
致
す
莫
し
」
と

同
じ
意
で
あ
る
等
、
両
篇
の
共
通
点
に
着
目
す
れ
ば
、
両
者
相
似

る
こ
と
が
見
え
て
来
る
。

五

擬
「
驅
車
上
東
門
」
詩
と
し
て
の
「
擬
古
」
其
四

陶
淵
明
「
擬
古
」
其
四
、

迢
迢
百
尺
樓

迢
々
た
り
百
尺
の
楼

分
明
望
四
荒

分
明
に
四
荒
を
望
む

暮
作
歸
雲
宅

暮
れ
に
は
帰
雲
の
宅
と
作
り

朝
爲
飛
鳥
堂

朝
に
は
飛
鳥
の
堂
と
為
る

山
河
滿
目
中

山
河
目
中
に
満
つ
る
も

平
原
獨
茫
茫

平
原
独
り
茫
々
た
り

古
時
功
名
士

古
時
の
功
名
の
士
は

慷
慨
爭
此
塲

慷
慨
し
て
此
の
場
を
争
ふ

一
旦
百
歳
後

一
旦
百
歳
の
後

相
與
還
北
邙

相
与
に
北
邙
に
還
る

松
柏
爲
人
伐

松
柏
は
人
の
伐
る
と
こ
ろ
と
為
り

高
墳
互
低
昂

高
墳
互
に
低
昂
す

頽
基
無
遺
主

頽
基
に
遺
主
無
く

遊
魂
在
何
方

遊
魂
何
れ
の
方
に
か
在
る

榮
華
誠
足
貴

栄
華
は
誠
に
貴
ぶ
に
足
る
も

亦
復
可
憐
傷

亦
た
復
た
憐
れ
み
傷
む
べ
し

は
、「
古
詩
十
九
首
」
其
十
三
、

驅
車
上
東
門

車
を
駆
る
上
東
の
門

遙
望
郭
北
墓

遥
か
に
望
む
郭
北
の
墓

白
楊
何
蕭
蕭

白
楊
は
何
ぞ
蕭
々
た
る

松
柏
夾
廣
路

松
柏
は
広
路
を
夾
む

下
有
陳
死
人

下
に
陳
し
く
死
せ
る
人
有
り

ひ
さ

杳
杳
即
長
暮

杳
々
と
し
て
長
暮
に
即
く

潛
寐
黄
泉
下

潜
か
に
寐
ぬ
黄
泉
の
下

千
載
永
不
寤

千
載
永
く
寤
め
ず

浩
浩
陰
陽
移

浩
々
と
し
て
陰
陽
移
り

年
命
如
朝
露

年
命
は
朝
露
の
ご
と
し

人
生
忽
如
寄

人
生
は
忽
と
し
て
寄
す
る
が
ご
と
く

壽
無
金
石
固

寿
に
は
金
石
の
固
き
無
し

萬
歳
更
相
送

万
歳
更
ご
も
相
送
り

聖
賢
莫
能
度

聖
賢
も
能
く
度
る
莫
し

服
食
求
神
仙

服
食
し
て
神
仙
を
求
む
る
も

多
爲
藥
所
誤

多
く
は
薬
の
誤
る
所
と
為
る

不
如
飲
美
酒

如
か
ず
美
酒
を
飲
み

被
服
紈
與
素

紈
と
素
と
を
被
服
す
る
に

に
擬
す
。
原
詩
と
擬
作
と
で
共
通
す
る
「
松
柏
」「
望
」「
暮
」「
人
」

「
北
」「
朝
」「
歳
」
等
の
文
字
に
模
倣
の
痕
跡
が
残
る
。
お
よ
び
、

「
墓
」
を
承
け
る
「
墳
」
と
い
う
類
義
語
、
「
千
載
」
「
萬
歳
」
を

承
け
る
「
百
歳
」
と
い
う
数
詞
の
使
い
方
等
も
、
擬
作
は
明
ら
か

に
原
詩
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。

模
倣
の
対
象
は
、
「
郭
北
」
「
北
邙
」
の
「
墳
・
墓
」
の
下
に
眠

る
人
で
あ
ろ
う
。
原
詩
の
「
下
有
陳
死
人
、
杳
杳
即
長
暮
。
潛
寐

黄
泉
下
、
千
載
永
不
寤
」
に
呼
応
さ
せ
、
擬
作
は
「
古
時
功
名
士
、
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慷
慨
爭
此
塲
。
一
旦
百
歳
後
、
相
與
還
北
邙
」
と
な
ぞ
っ
て
い
る

点
に
、
中
核
と
な
る
模
倣
対
象
は
在
ろ
う
。
擬
作
の
「
功
名
の
士
」

は
原
詩
の
「
陳
死
の
人
」
で
あ
り
、
両
者
と
も
に
、
ど
ん
な
に
名

を
馳
せ
た
者
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
墳
墓
の
下
で
永
遠
の
眠
り
に
就

き
、
永
遠
に
目
覚
め
な
い
と
詠
む
。

六

擬
「
西
北
有
高
樓
」
詩
と
し
て
の
「
擬
古
」
其
五

陶
淵
明
「
擬
古
」
其
五
、

東
方
有
一
士

東
方
に
一
士
有
り

被
服
常
不
完

被
服
常
に
完
か
ら
ず

三
旬
九
遇
食

三
旬
に
九
た
び
食
に
遇
ひ

十
年
著
一
冠

十
年
一
冠
を
着
く

辛
苦
無
此
比

辛
苦
は
此
の
比
ひ
無
き
も
（
苦
一
作
勤
）

常
有
好
容
顔

常
に
好
き
容
顔
有
り

我
欲
觀
其
人

我
れ
其
の
人
を
観
ん
と
欲
し

晨
去
越
河
關

晨
に
去
き
て
河
関
を
越
ゆ

ゆ

靑
松
夾
路
生

青
松
路
を
夾
ん
で
生
え

白
雲
宿
簷
端

白
雲
簷
端
に
宿
る

知
我
故
來
意

我
が
故
さ
ら
に
来
れ
る
意
を
知
り

取
琴
爲
我
彈

琴
を
取
り
て
我
が
為
に
弾
く

上
絃
驚
別
鶴

上
絃
は
別
鶴
を
驚
か
し

下
絃
操
孤
鸞

下
絃
は
孤
鸞
を
操
る

願
留
就
君
住

願
は
く
は
留
ま
り
て
君
に
就
い
て
住
ま
ひ

從
今
至
歳
寒

今
よ
り
歳
寒
に
至
ら
ん
こ
と
を

は
、「
古
詩
十
九
首
」
其
五
、

西
北
有
高
樓

西
北
に
高
楼
有
り

上
與
浮
雲
齊

上
は
浮
雲
と
斉
し

交
疏
結
綺
窗

交
疏
は
綺
窓
に
結
び

阿
閣
三
重
階

阿
閣
は
三
重
の
階
な
り

上
有
絃
歌
聲

上
に
絃
歌
の
声
有
り

音
響
一
何
悲

音
響
一
に
何
ぞ
悲
し
き

誰
能
爲
此
曲

誰
か
能
く
此
の
曲
を
為
す
や

無
乃
杞
梁
妻

乃
ち
杞
梁
の
妻
な
る
無
か
ら
ん
か

淸
商
隨
風
發

清
商
風
に
随
つ
て
発
し

中
曲
正
徘
徊

曲
を
中
ば
に
し
て
正
に
徘
徊
す

一
彈
再
三
歎

一
た
び
弾
き
て
は
再
三
歎
じ

慷
慨
有
餘
哀

慷
慨
し
て
餘
哀
有
り

不
惜
歌
者
苦

歌
ふ
者
の
苦
し
き
を
惜
し
ま
ず

但
傷
知
音
稀

但
だ
知
音
の
稀
れ
な
る
を
傷
む
の
み

願
爲
雙
鳴
鶴

願
は
く
は
双
鳴
鶴
と
為
り

奮
翅
起
高
飛

翅
を
奮
ひ
て
起
ち
て
高
飛
せ
ん
こ
と
を

に
擬
す
。
共
通
す
る
「
一
」「
三
」「
雲
」「
絃
」「
彈
」「
上
」「
願
」

「
鶴
」「
苦
」
等
の
文
字
に
模
倣
の
痕
跡
が
残
る
。
特
に
数
詞
の
「
一
」

「
三
」
は
、
原
詩
の
特
徴
を
も
な
ぞ
っ
て
い
る
（
淵
明
は
そ
れ
に

「
九
」「
十
」
を
も
加
え
て
い
る
）
。
模
倣
対
象
は
、
歌
う
君
の
「
絃
」

が
弾
く
、
知
音
の
稀
れ
な
る
曲
で
あ
ろ
う
。

擬
作
冒
頭
の
「
東
方
有
」
は
原
詩
冒
頭
の
「
西
北
有
」
に
擬
え

て
い
る
が
、
そ
こ
で
曲
を
弾
く
「
西
北
の
高
楼
の
、
杞
梁
の
妻
」

を
擬
作
は
「
東
方
の
一
士
」
で
類
似
さ
せ
る
。
原
詩
・
擬
作
と
も

に
、
そ
の
知
音
と
為
り
一
緒
に
在
り
た
い
思
い
を
詠
む
点
で
両
者
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共
通
し
て
い
る
。

七

擬
「
東
城
高
且
長
」
詩
と
し
て
の
「
擬
古
」
其
六

陶
淵
明
「
擬
古
」
其
六
、

蒼
蒼
谷
中
樹

蒼
々
た
り
谷
中
の
樹

冬
夏
常
如
茲

冬
夏
常
に
茲
の
ご
と
し

年
年
見
霜
雪

年
々
霜
雪
を
見
る

誰
謂
不
知
時

誰
か
謂
ふ
時
を
知
ら
ず
と

厭
聞
世
上
語

世
上
の
語
を
聞
く
を
厭
ひ

結
友
到
臨
淄

友
と
結
ん
で
臨
淄
に
到
る

稷
下
多
談
士

稷
下
は
談
士
多
け
れ
ば

指
彼
決
吾
疑

彼
を
指
し
て
吾
が
疑
ひ
を
決
せ
ん

裝
束
既
有
日

装
束
し
て
既
に
日
有
り

已
與
家
人
辭

已
に
家
人
と
辞
す

行
行
停
出
門

行
き
行
か
ん
と
し
て
門
を
出
づ
る
を
停
め

還
坐
更
自
思

還
り
坐
し
て
更
に
自
ら
思
ふ

不
畏
道
里
長

道
里
の
長
き
を
畏
れ
ず

但
畏
人
我
欺

但
だ
人
の
我
を
欺
く
を
の
み
畏
る

萬
一
不
合
意

万
一
意
に
合
は
ず
ん
ば

永
爲
世
笑
嗤

永
く
世
の
笑
嗤
ひ
と
為
ら
ん

わ

ら

伊
懷
難
具
道

伊
の
懐
ひ
具
さ
に
は
道
ひ
難
け
れ
ば

爲
君
作
此
詩

君
が
為
に
此
の
詩
を
作
る

は
、「
古
詩
十
九
首
」
其
十
二
、

東
城
高
且
長

東
城
は
高
く
且
つ
長
く

逶
迤
自
相
屬

逶
迤
と
し
て
自
ら
相
属
な
る

迴
風
動
地
起

迴
風
は
地
を
動
し
て
起
こ
る
も

秋
草
萋
已
綠

秋
草
は
萋
と
し
て
已
に
緑
な
り

四
時
更
變
化

四
時
更
ご
も
変
化
し

歳
暮
一
何
速

歳
暮
一
に
何
ぞ
速
か
な
る

晨
風
懷
苦
心

晨
風
は
苦
心
を
懐
き

蟋
蟀
傷
局
促

蟋
蟀
は
局
促
な
る
を
傷
む

蕩
滌
放
情
志

蕩
滌
と
し
て
情
志
を
放
た
ん

何
爲
自
結
束

何
為
れ
ぞ
自
ら
結
束
す
る

燕
趙
多
佳
人

燕
趙
に
は
佳
人
多
く

美
者
顔
如
玉

美
な
る
者
は
顔
玉
の
ご
と
し

被
服
羅
裳
衣

羅
の
裳
衣
を
被
服
し

當
戸
理
淸
曲

戸
に
当
た
つ
て
清
曲
を
理
ふ

音
響
一
何
悲

音
響
一
に
何
ぞ
悲
し
き

絃
急
知
柱
促

絃
の
急
な
る
は
柱
の
促
す
を
知
る

馳
情
整
中
帶

情
を
馳
せ
て
中
帯
を
整
ふ
る
も

沈
吟
聊
躑
躅

沈
吟
し
て
聊
か
躑
躅
す

思
爲
雙
飛
燕

双
飛
燕
と
為
り

銜
泥
巣
君
屋

泥
を
銜
ん
で
君
が
屋
に
巣
く
ふ
を
思
へ
ば

に
擬
す
。
共
通
す
る
「
時
」
「
長
」
「
束
」
「
多
」
「
懷
」
「
君
」
等

の
文
字
に
模
倣
の
痕
跡
が
残
る
。
そ
の
他
、「
燕
趙
」
と
「
稷
下
」
、

ま
た
「
裝
束
」
と
「
裳
衣
」
等
も
類
義
語
で
共
通
さ
せ
て
い
る
。

原
詩
の
「
燕
趙
多
佳
人
」
を
擬
作
で
は
「
稷
下
多
談
士
」
で
な

ぞ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
佳
人
」「
談
士
」
に
会
い
に
行
こ
う
と
す
る
の

で
は
あ
る
が
、
原
詩
で
は
「
馳
情
整
中
帶
、
沈
吟
聊
躑
躅
」
と
言

い
、
擬
作
で
は
そ
れ
を
な
ぞ
っ
て
「
行
行
停
出
門
、
還
坐
更
自
思
」
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と
言
っ
て
、
両
篇
と
も
に
会
い
に
行
く
の
を
躊
躇
っ
て
い
る
。
そ

れ
が
中
核
の
模
倣
対
象
と
な
っ
て
い
よ
う
。
な
ぜ
躊
躇
っ
た
の
か

は
、
擬
作
で
は
「
（
世
の
）
人
の
我
を
欺
く
を
畏
る
」
と
明
言
す
る
。

そ
れ
は
、
原
詩
の
詠
む
「
君
」
が
世
間
の
欺
き
に
よ
っ
て
知
音
が

居
な
く
な
り
悲
し
ん
で
い
る
こ
と
を
な
ぞ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
擬
作
結
句
の
「
君
」
は
、
原
詩
結
句
の
「
君
」
に
同
じ
く
、

世
間
が
我
を
欺
い
て
（
冬
夏
常
蒼
の
草
木
は
時
を
知
ら
な
い
と
い

う
）
疑
い
を
解
決
で
き
な
い
と
畏
れ
る
「
君
（
然
る
べ
き
談
士
）」

を
指
す
。
両
篇
同
じ
こ
と
を
詠
み
つ
つ
、
擬
作
が
原
詩
の
解
釈
に

も
な
っ
て
い
る
。

因
み
に
原
詩
の
「
秋
草
萋
已
綠
」
を
陶
淵
明
は
「
蒼
蒼
谷
中
樹
、

冬
夏
常
如
茲
」
と
な
ぞ
り
、
草
木
が
夏
の
み
な
ら
ず
冬
も
蒼
々
と

し
て
い
る
と
詠
む
点
も
、
原
詩
の
解
釈
で
あ
ろ
う
［
６
］
。

八

擬
「
生
平
不
滿
百
」
詩
と
し
て
の
「
擬
古
」
其
七

陶
淵
明
「
擬
古
」
九
首
中
で
唯
一
『
文
選
』
に
載
録
さ
れ
て
い

る
其
七
、

日
暮
天
無
雲

日
暮
れ
て
天
に
雲
無
く

春
風
扇
微
和

春
風
微
和
を
扇
ぐ

佳
人
美
淸
夜

佳
人
清
夜
を
美
し
と
し

達
曙
酣
且
歌

曙
に
達
す
る
ま
で
酣
ひ
且
つ
歌
ふ

ゑ

歌
竟
長
歎
息

歌
ひ
竟
つ
て
長
く
歎
息
し

持
此
感
人
多

此
を
持
し
て
人
を
感
ぜ
し
む
る
こ
と
多
し

皎
皎
雲
間
月

皎
々
た
り
雲
間
の
月

灼
灼
葉
中
華

灼
々
た
り
葉
中
の
華

豈
無
一
時
好

豈
に
一
時
の
好
き
こ
と
無
か
ら
ん

不
久
當
如
何

久
し
か
ら
ざ
る
を
ば
当
た
如
何
せ
ん

は

も
、
原
詩
と
の
呼
応
関
係
が
見
出
し
に
く
く
、
九
首
中
で
原
詩
が

特
定
し
に
く
い
一
首
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
擬
古
」
其
七
は
、「
古
詩
十
九
首
」
其
十
五
、

生
平
不
滿
百

生
平
は
百
に
満
た
ざ
る
に

常
懷
千
歳
憂

常
に
千
歳
の
憂
ひ
を
懐
く

晝
短
苦
夜
長

昼
は
短
く
夜
の
長
き
に
苦
し
む

何
不
秉
燭
遊

何
ぞ
燭
を
秉
り
て
遊
ば
ざ
る

爲
樂
當
及
時

楽
し
み
を
為
す
は
当
に
時
に
及
ぶ
べ
し

何
能
待
來
茲

何
ぞ
能
く
来
茲
を
待
つ
や

愚
者
愛
惜
費

愚
者
は
費
え
を
愛
惜
し

但
爲
後
世
嗤

但
だ
後
世
の
嗤
ひ
と
為
る

仙
人
王
子
喬

仙
人
王
子
喬
は

難
可
與
等
期

与
に
は
期
を
等
し
く
す
べ
か
り
難
し

に
擬
す
。
原
詩
と
擬
作
の
呼
応
関
係
の
約
束
事
と
し
て
、
他
の
詩

と
同
様
に
、
共
通
す
る
「
夜
」
「
長
」
「
時
」
等
の
文
字
に
模
倣
の

痕
跡
を
留
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
査
証
と
な
る
文
字
は
他
と
較

べ
て
数
が
少
な
い
。
し
か
し
、
類
似
内
容
か
ら
絞
り
込
み
特
定
を

試
み
る
と
こ
の
詩
に
行
き
着
く
。
好
き
「
時
」
で
言
い
換
え
て
い

る
所
の
、
楽
し
み
を
為
す
「
時
」
が
模
倣
対
象
と
な
っ
て
い
よ
う
。

原
詩
と
の
対
応
関
係
を
見
る
と
、
原
詩
が
「
晝
短
苦
夜
長
、
何

不
秉
燭
遊
」
と
言
っ
て
い
る
の
を
承
け
、
擬
作
で
は
原
詩
の
言
う

通
り
「
燭
を
秉
つ
て
遊
ぶ
」
こ
と
を
試
み
た
と
詠
ん
で
い
る
。
す

な
わ
ち
擬
作
は
、「
佳
人
美
淸
夜
、
達
曙
酣
且
歌
」
と
詠
ん
で
原
詩
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と
呼
応
さ
せ
る
。
原
詩
で
「
楽
し
み
を
為
す
は
当
に
時
に
及
ぶ
べ

し
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
擬
作
は
、
春
の
佳
い
夜
な
の
で
朝
ま

で
飲
酒
し
て
歌
を
唱
い
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て
み
せ
る
。
た
だ

し
そ
の
結
果
は
と
言
え
ば
、
王
子
喬
と
は
期
を
等
し
く
は
で
き
ず
、

す
な
わ
ち
原
詩
に
言
う
「
時
」
は
「
久
し
か
ら
ず
」
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
、
と
陶
淵
明
は
結
ぶ
（
原
詩
に
同
じ
）
。

擬
作
の
手
法
と
し
て
は
、
前
掲
二
に
揚
げ
た
其
二
同
様
、
陶
淵

明
は
事
前
を
事
後
で
言
い
換
え
る
、
い
わ
ば
反
対
模
倣
を
行
っ
て

い
る
（
唱
和
詩
風
に
思
え
る
）
。
さ
す
れ
ば
『
文
選
』
は
、
こ
の
擬

作
手
法
を
以
て
「
雜
擬
」
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

九

擬
「
靑
靑
陵
上
柏
」
詩
と
し
て
の
「
擬
古
」
其
八

陶
淵
明
「
擬
古
」
其
八
、

少
時
壯
且
厲

少
時
壮
ん
に
し
て
且
つ
厲
し
く

撫
劔
獨
行
游

剣
を
撫
し
て
独
り
行
游
す

誰
言
行
游
近

誰
か
言
ふ
行
游
は
近
し
と

張
掖
至
幽
州

張
掖
よ
り
幽
州
に
至
れ
り

飢
食
首
陽
薇

飢
ゑ
て
は
食
す
首
陽
の
薇

渇
飲
易
水
流

渇
き
て
は
飲
む
易
水
の
流
れ

不
見
相
知
人

相
知
の
人
を
見
ず

惟
見
古
時
邱

惟
だ
古
時
の
邱
を
見
る
の
み

路
邊
兩
高
墳

路
辺
の
両
高
墳
は

伯
牙
與
莊
周

伯
牙
と
荘
周
と
な
り

此
士
難
再
得

此
の
士
は
再
び
は
得
難
し

吾
行
欲
何
求

吾
が
行
何
を
か
求
め
ん
と
欲
せ
し

も
、
前
の
「
擬
古
」
其
七
等
と
同
じ
く
、
い
わ
ば
反
対
模
倣
の
手

法
で
擬
し
て
い
る
。
一
見
、
原
詩
が
特
定
し
に
く
く
思
え
る
が
、

捉
え
方
は
其
七
等
と
同
じ
で
、
人
生
の
旅
に
於
い
て
辺
地
ま
で
行

っ
た
と
す
る
擬
作
と
、
反
対
に
都
ま
で
行
っ
た
と
す
る
原
詩
と
の

呼
応
関
係
が
捉
え
ら
れ
れ
ば
、
「
古
詩
十
九
首
」
其
三
、

靑
靑
陵
上
柏

青
々
た
り
陵
上
の
柏

磊
磊
澗
中
石

磊
々
た
り
澗
中
の
石

人
生
天
地
間

人
は
生
く
天
地
の
間

忽
如
遠
行
客

忽
と
し
て
遠
行
の
客
の
ご
と
し

斗
酒
相
娯
樂

斗
酒
も
て
相
娯
楽
す
れ
ば

聊
厚
不
爲
薄

聊
か
厚
し
と
し
て
薄
し
と
為
さ
ず

驅
車
策
駑
馬

車
を
駆
り
て
駑
馬
に
策
ち

游
戲
宛
與
洛

宛
と
洛
と
に
游
戯
す

洛
中
何
鬱
鬱

洛
中
何
ぞ
鬱
々
た
る

冠
帶
自
相
索

冠
帯
自
ら
相
索
む

長
衢
羅
夾
巷

長
衢
は
夾
巷
を
羅
ね

王
侯
多
第
宅

王
侯
は
第
宅
多
し

兩
宮
遙
相
望

両
宮
遥
か
に
相
望
み

雙
闕
百
餘
尺

双
闕
は
百
餘
尺
な
り

極
宴
娯
心
意

宴
を
極
め
て
心
意
を
娯
し
ま
し
む
れ
ば

戚
戚
何
所
迫

戚
々
何
の
迫
ま
る
所
ぞ

に
擬
す
る
と
分
か
る
。
こ
れ
も
模
倣
の
痕
跡
と
し
て
は
少
な
く
、

共
通
す
る
「
行
」
と
「
兩
」
等
の
文
字
に
残
る
の
み
と
な
っ
て
い

る
。
人
生
の
「
行
」（
た
び
）
が
模
倣
対
象
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
兩
」

字
は
、
都
の
「
兩
宮
」
を
辺
地
の
「
兩
高
墳
」
で
置
き
換
え
て
い
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て
、
意
図
的
な
用
い
ら
れ
方
と
な
っ
て
い
る
。
原
詩
の
都
で
あ
る

「
宛
」「
洛
」
が
、
擬
作
で
は
反
対
模
倣
と
し
て
反
義
の
辺
地
で
あ

る
「
張
掖
」
「
幽
州
」
で
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
と
一
連
の
擬
作

手
法
で
あ
る
。
旅
先
で
の
飲
食
に
関
し
て
擬
作
が
「
飢
・
渇
」
と

す
る
の
も
、
原
詩
の
「
斗
酒
…
聊
厚
」
を
反
義
で
な
ぞ
っ
て
い
る
。

そ
の
「
行
」
（
た
び
）
で
求
め
得
た
も
の
は
、
原
詩
・
擬
作
両
篇
と

も
に
徒
労
に
終
わ
っ
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。

十

擬
「
冉
冉
孤
生
竹
」
詩
と
し
て
の
「
擬
古
」
其
九

陶
淵
明
「
擬
古
」
其
九
、

種
桑
長
江
邊

桑
を
種
う
長
江
の
辺

三
年
望
當
採

三
年
に
し
て
当
に
採
る
べ
き
を
望
む

枝
條
始
欲
茂

枝
条
始
め
て
茂
ら
ん
と
欲
す
る
に

忽
値
山
河
改

忽
ち
山
河
の
改
ま
る
に
値
ふ

柯
葉
自
摧
折

柯
葉
自
ら
摧
折
し

根
株
浮
滄
海

根
株
滄
海
に
浮
か
ぶ

春
蠶
既
無
食

春
蚕
は
既
に
食
無
く

寒
衣
欲
誰
待

寒
衣
は
誰
か
待
た
ん
と
欲
す
る

本
不
植
高
原

本
よ
り
高
原
に
植
ゑ
ざ
れ
ば

今
日
復
何
悔

今
日
復
た
何
を
か
悔
い
ん
や

は
、「
古
詩
十
九
首
」
其
八
、

冉
冉
孤
生
竹

冉
々
た
り
孤
り
生
ふ
る
の
竹

結
根
泰
山
阿

根
を
泰
山
の
阿
に
結
ぶ

與
君
爲
新
婚

君
と
新
婚
を
為
さ
ば

兔
絲
附
女
蘿

兔
絲
の
ご
と
女
蘿
に
付
せ
ん

兔
絲
生
有
時

兔
絲
は
生
ず
る
に
時
有
り

夫
婦
會
有
宜

夫
婦
も
会
に
宜
し
き
有
る
べ
し

千
里
遠
結
婚

千
里
遠
く
結
婚
す
れ
ば

悠
悠
隔
山
陂

悠
々
と
し
て
山
陂
を
隔
つ

思
君
令
人
老

君
を
思
へ
ば
人
を
し
て
老
い
し
む

軒
車
來
何
遲

軒
車
の
来
た
る
こ
と
何
ぞ
遅
き

傷
彼
蕙
蘭
花

傷
ま
ん
彼
の
恵
蘭
の
花
の

含
英
揚
光
輝

英
を
含
ん
で
光
輝
を
揚
ぐ
る
を

過
時
而
不
采

時
を
過
ぎ
て
采
ら
ず
ん
ば

將
隨
秋
草
萎

将
に
秋
草
に
随
つ
て
萎
え
ん

君
亮
執
高
節

君
は
亮
に
高
節
を
執
れ
ば

賤
妾
亦
何
爲

賎
妾
亦
た
何
を
か
為
さ
ん
や

に
擬
す
。
共
通
す
る
「
采
（
採
）
」
「
根
」
「
山
」
「
高
」
等
の
文
字

に
模
倣
の
痕
跡
が
残
る
。

模
倣
対
象
は
「
山
河
・
滄
海
」「
山
陂
」
に
隔
て
ら
れ
る
植
物
（
の

「
根
」）
と
の
結
び
つ
き
で
あ
ろ
う
。
原
詩
の
泰
山
の
阿
の
孤
生
の

「
竹
」
を
擬
作
で
は
長
江
の
辺
り
の
「
桑
」
で
置
き
換
え
（
た
だ

ほ
と

し
原
詩
は
、「
竹
」
は
男
、「
蕙
蘭
花
」
が
女
に
喩
え
ら
れ
る
）
、「
（
桑

は
）
三
年
に
し
て
当
に
採
る
べ
き
を
望
む
も
」、
原
詩
に
言
う
よ
う

に
「
（
蕙
蘭
花
は
）
時
を
過
ぎ
て
も
（
竹
に
）
采
ら
れ
ず
」
と
い
う

情
況
に
陥
っ
た
と
詠
む
。
原
詩
と
擬
作
と
で
、
相
手
を
採
る
か
こ

ち
ら
を
采
っ
て
も
ら
う
か
で
、
立
場
が
相
互
に
逆
転
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
「
山
（
山
河
）
」
に
隔
て
ら
れ
て
互
い
に
そ
れ
が
出
来
な

く
な
っ
た
と
詠
ん
で
い
る
点
は
共
通
す
る
。
そ
し
て
結
二
句
で
、

原
詩
の
「
君
亮
に
高
節
（
孤
生
）
を
執
れ
ば
、
賎
妾
亦
た
何
を
か
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為
さ
ん
」
を
な
ぞ
り
、
擬
作
は
「
本
よ
り
高
原
に
植
ゑ
ざ
れ
ば
、

今
日
復
た
何
を
か
悔
い
ん
」
と
結
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
当
初
か
ら
両

者
は
「
根
」
が
植
わ
っ
て
い
る
所
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

結
び
つ
き
は
成
立
し
な
い
の
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
の
点
で

も
、
原
詩
・
擬
作
は
両
篇
共
通
す
る
。

な
お
、
擬
作
に
於
け
る
こ
の
陶
淵
明
の
解
釈
を
踏
ま
え
れ
ば
、

原
詩
に
言
う
所
は
、「
兔
絲
」
と
「
女
蘿
」
の
結
び
つ
き
こ
そ
本
来

で
あ
り
、「
孤
生
竹
」
と
「
蕙
蘭
花
」
の
結
び
つ
き
は
、
当
初
か
ら

あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
て
く
る
（
始
め
か
ら
「
高
原
」

に
植
え
な
か
っ
た
「
桑
」
に
同
じ
）。

十
一

お
わ
り
に

擬
作
は
、
創
意
を
表
出
す
る
文
学
で
あ
る
よ
り
も
、
「
擬
古
の
類

は
往
古
の
名
篇
を
取
り
、
其
の
意
調
に
規
摸
す
」
と
汪
師
韓
も
言

う
よ
う
に
、
古
典
の
名
篇
に
遡
及
す
る
文
学
で
あ
る
と
言
っ
て
好

い
の
で
は
な
い
か
。
陶
淵
明
「
擬
古
」
九
首
も
、
陶
淵
明
に
と
っ

て
古
典
の
名
篇
で
あ
る
「
古
詩
十
九
首
」
に
遡
及
し
、
そ
の
模
倣

対
象
（
「
意
調
」
）
を
自
ら
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の

詩
の
意
調
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
深
さ
を
知
る

た
め
に
は
、
原
詩
の
特
定
が
欠
か
せ
な
い
。

龔
斌
氏
は
陶
淵
明
「
擬
古
」
九
首
の
「
集
評
」
に
、
清
初
の
陳

祚
明
（
一
六
二
三
‐
一
六
七
四
）『
采
菽
堂
古
詩
選
』
巻
十
三
の
陶

詩
評
を
引
き
、

「
擬
古
」
九
章
情
思
回
曲
、
辭
旨
纏
綿
、
王
元
美
之
論
「
離

騒
、
脩
隙
者
不
能
摘
」
故
也
。
即
其
句
調
、
往
往
鄰
十
九
首
矣
。

（
「
擬
古
」
九
章

情
思
の
回
曲
し
、
辞
旨
の
纏
綿
た
る
は
、

王
元
美
の
「
離
騒
は
、
修
隙
者
は
摘
む
能
は
ず
」
と
論
ず
る
の

故
な
り
。
即
ち
其
の
句
調
は
、
往
々
に
し
て
十
九
首
に
隣
す
。）

と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
王
世
貞
（
字
は
元
美
、
一
五
二
六
‐
一
五

九
〇
）『
藝
苑
巵
言
』
巻
一
の
、

「
騒
」
辭
所
以
總
雜
重
複
、
興
寄
不
一
者
、
大
抵
忠
臣
怨
夫
、

惻
怛
深
至
、
不
暇
致
詮
、
亦
故
亂
其
敍
、
使
同
聲
者
自
尋
、
修

隙
者
難
摘
耳
。

（
「
騒
」
の
辞
の
総
雑
重
複
し
、
興
寄
不
一
な
る
所
以
の
者
は
、

大
抵
忠
臣
怨
夫
、
惻
怛
深
く
至
り
、

詮

ふ
る
を
致
す
暇
あ
ら

と
と
の

ず
、
亦
た
故
よ
り
其
の
叙
で
を
乱
せ
ば
、
声
を
同
じ
く
す
る
者

つ
い

を
し
て
自
ら
尋
ぬ
る
も
、
隙
を
修
め
ん
と
す
る
者
を
し
て
摘
み

難
か
ら
し
む
る
の
み
。
）

を
踏
ま
え
て
い
る
。

陶
淵
明
「
擬
古
」
九
首
に
は
「
情
思
回
曲
、
辭
旨
纏
綿
」、
或
い

は
「
總
雜
重
複
、
興
寄
不
一
」
と
い
う
嫌
い
が
有
る
が
、
そ
れ
は

「
忠
臣
怨
夫
」
の
『
楚
辞
』
離
騒
の
辞
に
同
じ
く
、「
惻
怛
深
く
至

り
、

詮

ふ
る
を
致
す
暇
あ
ら
ず
」
と
い
う
意
調
に
擬
え
て
い
る

と
と
の

か
ら
で
あ
り
、
「
脩
隙
者
」［
７
］

す
な
わ
ち
そ
の
嫌
い
を
解
消
し
よ

う
と
あ
れ
こ
れ
詮
索
修
復
し
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
却
っ
て
尋
章

摘
句
で
き
な
い
よ
う
陶
淵
明
が
「
古
詩
十
九
首
」
の
意
調
に
隣
接

さ
せ
擬
作
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
陳
祚
明
は
指
摘
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

陶
淵
明
は
「
古
詩
十
九
首
」
の
「
同
聲
者
」
と
し
て
そ
の
「
意

調
」
に
「
規
摸
」
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
脩
隙
者
」
と
し
て
で
は
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な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

陶
淵
明
「
擬
古
」
九
首
は
、
陳
祚
明
の
語
を
借
り
れ
ば
、「
忠
臣

怨
夫
」
の
「
情
思
の
回
曲
し
、
辭
旨
の
纏
綿
た
る
」
意
調
を
捉
え

よ
う
と
し
て
い
る
詠
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

注
［
１
］
『
文
選
』
に
は
、
顔
延
之
「
和
謝
監
靈
運
」
と
王
僧
達
「
和
琅
邪
王

依
古
」
の
二
首
の
「
和
」
詩
が
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、
唱
和
詩
の
部
立

て
（
目
録
）
は
無
く
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
答
と
雑
擬
に
分
類
さ
れ
る
。
王
僧

達
の
唱
和
詩
は
、
或
い
は
擬
作
と
看
做
さ
れ
た
か
の
考
察
の
余
地
を
残

す
所
で
あ
る
が
、
今
は
「
依
古
」
と
し
て
擬
作
に
分
類
さ
れ
て
い
る
と

見
て
お
く
。

［
２
］
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
者
ル
ネ
・
ジ
ラ
ー
ル
（
一
九
二
三
‐
二
〇
〇
五
）

『
欲
望
の
現
象
学
』
（
叢
書
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス

）
の
模
倣
理
論
に
基

29

づ
く
。
す
な
わ
ち
模
倣
主
体
、
模
倣
媒
体
、
模
倣
対
象
の
三
角
形
構
造

で
模
倣
を
捉
え
る
も
の
と
す
る
。

［
３
］
王
船
山
「
古
詩
評
選
」
の
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
一
評
に
「
此
直

賦
情
事
、
陶
令
亦
效
此
、
乃
相
去
何
若
」
（
此
れ
直
ち
に
情
と
事
を
賦

す
、
陶
令
も
亦
た
此
に
效
ふ
、
乃
ち
相
去
る
こ
と
何
若
）
と
言
い
、
陶

淵
明
が
「
此
れ
に
效
」
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
更
に
、

自
ら
の
「
擬
迴
車
駕
言
邁
」
詩
の
結
二
句
に
「
及
今
百
年
内
、
何
者
終

吾
操
」
と
詠
ん
で
、
原
詩
で
あ
る
陶
淵
明
の
「
擬
古
」
其
二
の
結
二
句

を
想
起
で
き
る
よ
う
作
っ
て
い
る
。
因
み
に
、
王
船
山
の
「
擬
迴
車
駕

言
邁
」
詩
は
「
日
落
登
崇
岡
、
顧
望
靑
天
高
。
四
維
何
茫
茫
、
浮
雲
但

蕭
騷
。
羣
動
既
非
一
、
吾
身
若
秋
毫
。
自
非
精
誠
徹
、
蠕
動
徒
已
勞
。

精
魄
無
固
存
、
奄
忽
成
焄
蒿
。
及
今
百
年
内
、
何
者
終
吾
操
」
と
詠
む
。

［
４
］
擬
古
詩
の
最
も
著
名
な
一
つ
陸
機
「
擬
古
詩
」
十
二
首
の
最
初
の

「
擬
行
行
重
行
行
」
詩
等
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
擬
古
詩
は
基

本
的
に
は
、
原
詩
の
二
句
一
聯
ご
と
の
論
理
展
開
に
沿
っ
て
言
い
換
え

て
行
く
形
体
を
採
る
。
そ
こ
か
ら
論
理
展
開
が
原
詩
と
類
似
す
る
こ
と

に
な
り
、
後
世
の
擬
古
詩
も
こ
の
原
則
は
変
え
て
い
な
い
。
ま
た
更
に
、

原
詩
の
用
い
る
幾
つ
か
の
文
字
を
残
す
こ
と
も
模
倣
の
約
束
事
と
な
っ

て
い
る
。
陸
機
「
擬
行
行
重
行
行
」
詩
で
言
え
ば
、「
思
君
」
「
遊
子
」

「
萬
里
」「
行
」「
遠
」「
日
」「
離
」「
天
」「
雲
」「
衣
」「
帶
」「
去
」「
安
」

等
の
文
字
に
模
倣
の
痕
跡
が
残
る
の
は
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
約
束

事
は
、
擬
作
が
ど
の
詩
を
原
詩
と
し
て
い
る
か
を
特
定
す
る
判
断
材
料

と
な
る
。

因
み
に
、
拙
著
「
隠
元
『
擬
寒
山
詩
』
訳
注
」
（
白
帝
社
、
二
〇
二
三

年
）
に
於
け
る
、
例
え
ば
Ⅰ-

詩
や
Ⅰ-

詩
他
も
こ
の
原
則
的
な
約

14

17

束
事
に
基
づ
き
、
陶
淵
明
の
擬
古
詩
と
同
じ
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。

［
５
］
「
嘉
友
」
は
、
『
焦
氏
易
林
』
の
「
飲
御
嘉
友
」
に
基
づ
く
語
で
、

こ
こ
は
、
客
と
な
っ
た
我
が
同
門
の
友
が
、
旅
先
で
心
酔
す
る
に
至
る

所
の
今
後
の
自
ら
の
吉
凶
を
左
右
す
る
こ
と
と
な
る
新
た
な
友
の
意
と

取
る
。

［
６
］
原
詩
の
「
秋
草
萋
已
綠
」
は
、
充
分
に
あ
き
ら
か
で
な
い
と
も
さ

れ
る
が
、
『
文
選
』
五
臣
の
呂
向
注
に
「
秋
草
既
衰
、
盛
草
綠
」
と
い

い
、
謝
朓
「
酬
王
晉
安
」
詩
「
春
草
秋
更
綠
、
公
子
未
西
歸
」
の
李
善

注
に
も
「
春
草
萋
萋
、
故
王
孫
樂
之
而
不
反
。
今
春
草
秋
而
更
緑
、
公

子
尚
未
西
歸
」
と
あ
っ
て
、
五
臣
の
張
銑
注
に
「
春
草
至
秋
更
加
綠
」

と
い
う
の
で
、
「
盛
草
」
す
な
わ
ち
常
緑
草
や
常
緑
樹
が
、
回
り
が
紅
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葉
し
落
葉
す
る
秋
に
な
り
、
緑
が
却
っ
て
目
立
ち
際
立
つ
こ
と
（
「
秋

草
已
萋
然
矣
」
）
を
言
う
と
見
た
い
。
陶
淵
明
の
擬
作
（
に
於
け
る
解

釈
）
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
知
ら
れ
る
。

［
７
］
怨
み
に
報
い
る
意
で
あ
る
「
修
隙
」（
「
脩
郄
」
）
は
、
こ
こ
で
は
、

分
か
り
に
く
さ
と
い
う
怨
み
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
意
で
あ
る

と
取
っ
て
お
き
た
い
。

- 15 -


